第26回歴史地震研究会 総会議事録

日時：2009年9月13日（日）16:30～17:30

場所：大津市浜大津・明日都浜大津4階ふれあいプラザホール
1. 会長あいさつ　(北原会長)

滋賀県・大津市の協力および各会員の努力により、良い研究会が開催できた.

2．総会成立の確認（中村）
会員32名の出席及び会員1名の委任状により総会の成立を確認．

（全会員数205名〈2009/8/31時点〉の1/10以上の出席で成立）

3．議長選出（武村副会長）

　武村副会長が島崎会員を推薦し，多数決により同氏を議長に選出．島崎会員が議長席につき，以下の議案につき審議を行った．

4．2008年度活動報告
(1)　社会的活動の報告(武村副会長)
  社会的貢献として，次の6つの事業に研究会として協力した．

･ 東京大学附属図書館特別展示会 「かわら版・鯰絵にみる江戸・明治の災害情報－石本コレクションから」(展示協力及び記念講演）.

･ 東京大学地震研究所　特別公開講義・展示「関東大震災から85年。首都直下地震に備えて -次の東京の大地震は？-」（後援及び発表）.

･ 神奈川大学非文字資料研究センター第３回公開研究会 「震災復興と文化変容－関東大震災後の横浜と東京－」（後援及び発表）.
･ 立命館大学歴史都市防災研究センター企画展示「地図にみる関東地震」及び同企画記念講演会（後援及び発表）.
･ 滋賀県立琵琶湖博物館・滋賀県防災危機管理局主催，彦根地方気象台・産業技術総合研究所地質調査総合センター後援　滋賀県琵琶湖博物館ギャラリー展示 「百年前の大震災～姉川地震に学ぶその備え～」(協力）.
･ 東京都・「測量の日」東京地区実行委員会主催展示会 「くらしと測量・地図～地図にみる関東大震災～」 (協力）

(2)  各委員会の報告

・　総務委員会(中村総務幹事) ： 6回の幹事会を開催するなど会が円滑に運営されるよう努めた．また，第一回及び第二回幹事会において会誌無料配布先選定作業をおこなった．
・　行事委員会(小松原行事幹事) ： 行事幹事のほか西山会員・植村会員の計3名で行事委員会を組織し，大会運営を行った．
・　編集委員会(松浦編集幹事) ： 歴史地震24号を6月に発行した．昨今の諸事情により一般の年度末は査読・編集に時間をかけることができないため4月発行を見送った．ページ数は230頁程度である．投稿された論文で査読改訂中の論説が数個残っているが，じっくりと改訂して良い論文としたほうがよいと判断した．会誌発送時期の変更に伴って会誌の発送とは別に大会のお知らせを4月に郵送することにする．また，7月23日の幹事会にて投稿規定の改定を行った．24号から論説に対象とした地震名を引用文献の前に記載するようにしたが，それを明文化した．また，原稿種別の変更の場合は原稿文末に編集者により変更に至った経緯を注記することとし明文化した．
・　広報委員会(植竹広報幹事) ： 小山会員の協力を得てHPの充実に務めた．今期は展示会などを含めた研究会の活動を知ってもらうようにするため，新たに最新のお知らせページを新設した．
5．2008年度決算および入退会者報告（諸井財政幹事）

・　別紙「歴史地震研究会2008-2009年度 決算報告」を参照．

・　収入￥2,010,155（前年度繰越金含む）　支出￥575,244
・　前年度繰越金￥1,444,449　次年度繰越金￥1,434,911
・　新規入会者は11名，退会者5名

・　長期会費未納者0名，連絡先不明会員0名　

・　2009年8月31日における会員数は205名
6.　2008年度会計監査報告（永井会計監査役）

別紙「歴史地震研究会2008-2009年度 決算報告」の内容について，帳簿等を確認して了承．また，学術団体として社会貢献，研究会の活動性及び財務の透明性についていずれも良いと判断される．

　

7.　質疑
　予算額で会費190名分を計上しているが，現在205名であるなら，その予算をあてるべきでないか(中村操会員).
→ 一般にどこの学会でも回収率を考慮して予算計上している (武村副会長)．
8．2008年度決算承認

別紙「歴史地震研究会2008-2009年度 決算報告」の内容について，全会一致で承認．

9．役員選出
(1) 次期会長の推薦（武村副会長）
第五回幹事会（７月２３日）にて武村・諸井・松浦・植竹・小松原・中村の６名により現北原会長を推薦．拍手により承認．
(2)　次期監査役　(武村副会長)

永井九一氏の監査役留任と中村操氏の新任を推薦． 全会一致で承認．
10. 会長あいさつ

「会員から要望や情報を募集してより良い研究会の運営に努める． 向こう1年間がんばっていく」と所信表明.
11.　役員指名(北原会長)

・ 副会長：武村雅之氏(留任).
・ 総務幹事：小松原琢氏（中村前総務幹事より引継ぎ），中村亮一前総務幹事に総務委員会委員への就任を求め了解を得る．
・ 広報幹事：林能成氏（植竹前広報幹事より引継ぎ）.
・ 編集出版幹事：松浦律子氏（留任）.
・ 財政幹事：諸井孝文氏（留任）.
・ 行事幹事：佐竹健治氏（小松原前行事幹事より引継ぎ).　
12. 新年度役員就任挨拶

各役員から各々の業務に関する抱負の表明．

13. 次年度大会の計画(佐竹行事幹事)

2010年9月10日～12日に東京大学地震研究所にて開催を計画中．
14. 2009年度予算と同年度事業計画

(1) 2009年度予算案（諸井財政幹事）
・　別紙「歴史地震研究会2009-2010年度 予算案」を参照．

・　収入：会費￥570,000（190名×￥3,000）

・　支出：￥656,000
質疑 : 会場費など行事関係の費用は計上されないのか？(佐竹行事幹事).
→ 毎年次年度に大会補填費として実情にあった金額を計上している(諸井財政幹事).
(2) 2009年度予算承認
別紙「歴史地震研究会2009-2010年度 予算案」の内容について，全会一致で承認．

15．その他
(1) 歴史地震研究会の学術団体申請の提案（松浦編集委員幹事）

　・　歴史地震研究会は日本学術会議の研究団体として「学会名鑑」に掲載される資格を十分に有していると考えられるため申請することを提案したい．
　 質疑 : 必要経費が発生しないか（永井会員）.
→ 発生しない(松浦編集幹事).
義務は発生しないか（諸井会員）.
→ 発生しない(松浦編集幹事）.
申請する分野は？(植村会員).
→ 「学際」で申請しようと思う(松浦編集幹事).
「研究会」よりも「学会」の方が良くないか？(林能成会員).
→ 研究会と学会を同格で扱っている分野も少なくないうえ，申請のために名前を変更すると却って手続きが難しくなるので「研究会」で申請したい(松浦編集幹事).
・　全会一致で承認．
(2) 研究発表会の時間配分の問題(小松原旧行事幹事)

・　最近地方大会でも発表件数が増えてきて時間配分に苦慮している．今後2年間をかけて幹事会で発表時間や開催形式・開催日数などを議論したい．意見があれば幹事会に伝えてほしい．
・　全会一致で承認.
16．閉会

